
生 

涯 

学 

習 

講 

座

高
齢
者
の
た
め
の
教
室
・
講
座

★
市
内
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め

　

の
方
が
対
象
で
す
。

天

文

開

放

生
涯
学
習
課（
南
館
1
階
）

☎
0
5
2-
4
0
0-
2
9
1
1

と　

き　

9
月
14
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

に
し
び
創
造
セ
ン
タ
ー

　
　
　

４
階
天
体
ド
ー
ム

テ
ー
マ　

夏
の
星
座
と
火
星
・
土
星

講　

師　

理
科
教
諭

　
　
　
　

川
村
吉
弘
氏

※
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
で
す
。

　

く
も
り
の
場
合
は
、
そ
の
時
の

　

天
候
に
よ
り
判
断
し
ま
す
の
で
、

　

生
涯
学
習
課（
南
館
1
階
）に
午

　

後
４
時
以
降
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

※
申
込
不
要
。
小
さ
な
お
子
さ
ん

や
家
族
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

※
中
学
生
以
下

は
、
保
護
者

の
送
迎
が
必

要
で
す
。

★
申
し
込
み
は
、生
涯
学
習
課（
南

館
１
階
）へ
お
願
い
し
ま
す
。
定

二
次
募
集
講
座

ト
ラ
ベ
ル
英
会
話

コ
ー
ヒ
ー
を
愉
し
む
♪

と　

き  

10
月
2
日（
火
）・
16
日

（
火
）・
23
日（
火
）・
30
日（
火
）・

11
月
6
日（
火
）の
全
5
回

　

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

と
こ
ろ　

清
洲
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

3
階
視
聴
覚
室

内　

容　

今
回
は
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
店
で
の
注
文
方
法
、
ス
タ
ジ

ア
ム
や
劇
場
、
博
物
館
な
ど
で

の
チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法
、
銀
行

な
ど
で
の
両
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
の
支
払
方
法
、
ク

ル
ー
ズ
や
エ
コ
ツ
ア
ー
で
使
わ

れ
る
語
彙
表
現
な
ど
を
学
び
ま

す
。
最
後
は
今
ま
で
の
お
さ
ら

い
を
兼
ね
て
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

講　

師　

市
国
際
交
流
協
会
・
Ｎ

Ｈ
Ｋ
名
古
屋
文
化
セ
ン
タ
ー　

英
会
話
講
師　

マ
リ
ア
・
ラ
ン

ヘ
ル
氏

定　

員　

若
干
名

受
講
料　

5
0
0
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

と　

き　

10
月
6
日（
土
）全
1
回

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

春
日
公
民
館
3
階
料
理
室

内　

容　

日
本
人
の
日
常
に
す
っ

か
り
定
着
し
た
コ
ー
ヒ
ー
。
自

分
で
も
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を

淹
れ
て
み
た
い
方
。
マ
イ
カ
ッ

プ
、
マ
イ
ド
リ
ッ
パ
ー
で
試
し

員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し

ま
す
。

★
詳
細
は
広
報
清
須
８
月
号
折
込

「
生
涯
学
習
ガ
イ
ド（
後
期
）」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

て
み
ま
し
ょ
う
。

講　

師　

コ
ー
ヒ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ

　
　
　
　

ク
タ
ー　

鬼
頭
寿
夫
氏

定　

員　

若
干
名

受
講
料　

1
0
0
円

教
材
費　

5
0
0
円

持
ち
物　

ふ
き
ん
、
エ
プ
ロ
ン
、

マ
イ
カ
ッ
プ
、
あ
れ
ば
マ
イ
ド

リ
ッ
パ
ー
、
筆
記
用
具

ハ
ン
カ
チ
で
、「
か
わ
い
い
ポ
ー

チ
」を
作
り
ま
す
。

と　

き　

9
月
28
日（
金
）　

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

西
枇
杷
島
生
き
が
い
セ
ン

タ
ー（
に
し
び
創
造
セ
ン
タ
ー
２
階
）

定　

員　

20
名

持
ち
物　

針・糸・は
さ
み

材
料
費　

5
0
0
円

申　

込　

9
月
5
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
9
時
か
ら

わ
く
わ
く
教
室

　

に
し
び
創
造
セ
ン
タ
ー
は
、10
月

8
日（
月
・
祝
）に
館
内
一
斉
清
掃

を
行
う
た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ　

高
齢
福
祉
課（
北
館
1
階
）

に
し
び
創
造
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

お
し
ゃ
べ
り
横
丁（
映
画
鑑
賞
）

題　

名　

眉
山

出　

演　

松
嶋
菜
々
子・大
沢
た
か
お

と　

き　

9
月
14
日（
金
）　

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

★
申
込
は
各
セ
ン
タ
ー
へ
お
願

　

い
し
ま
す
。

★
各
セ
ン
タ
ー
と
も
60
歳
以
上

　

の
方
が
対
象
で
す
。

映
画
を
楽
し
も
う

題　

名　

秋
刀
魚
の
味

主　

演　

笠　

智
衆
・
岩
下
志
麻

と　

き　

9
月
18
日（
火
）　

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
20
分

と
こ
ろ　

西
枇
杷
島
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料　

※
申
込
不
要

定　

員　

30
名

持
ち
物　

針
・
糸
・
は
さ
み

材
料
費　

5
0
0
円

申　

込　

9
月
5
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
9
時
か
ら

生
活
実
用
講
座

　
「
巾
着
袋
」を
作
り
ま
す
。

と　

き　

9
月
13
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

西
枇
杷
島
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ　

西
枇
杷
島
生
き
が
い
セ
ン

タ
ー（
に
し
び
創
造
セ
ン
タ
ー
２
階
）

参
加
費　

無
料　

※
申
込
不
要

行
政
ニ
ュ
ー
ス

夢
広
場
は
る
ひ

保
健
だ
よ
り

教
室
・
講
座

児
童・子
育
て
だ
よ
り

フ
ォ
ト
ダ
イ
ア
リ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

教室・講座
2018.9 .1 清須

清洲市民センター 052 - 409 - 6471清洲弁天96番地1

春日公民館 052 - 400 - 2700春日東出8番地2
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施
設
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所
在
地
・
電
話
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ョン小田井、古城、花咲町、弁天町、地領…毎月第４土曜日■小場塚全域、養和、県営宮前住宅、旭町、三菱住宅、笹原町、西川口、四軒家、北六軒町、松原北
部、北二ツ杁、冨士岳、ラドーニ西枇杷島、ネオハイツびわじま、日の出西部、ユニーブル清須、ライオンズ枇杷島、ラヴィエール芳野公園、トランシエ二ツ杁、
二ツ杁住宅…毎月第２水曜日■東六軒町、西六軒町、南六軒町、松原東部、松原西部、杁東、杁西、スカイレジデンス、レジデンス松原、池端…毎月第４水曜日



 

¡Buenas! ¿Cómo va? こんにちは！ 元気ですか？ヘレス市では９月に入るとブドウの収穫期になるとともに、「Fiestas de 
la vendimia」の「ブドウ収穫期の祭り」が開催されます。
ヘレス市の発展と建築物にはワインとワインの文化が大きく影響しています。紀元前１１世紀にフェニキア人が初めてヘレス

市にブドウの木を持ち込みました。ヘレス市で作られたワインは、１２世紀から輸出が始まり、「Vino de Jerez」つまりシェリー酒
として、イギリスを始め各国に広まりました。現在は、「原産地呼称制度」により認定・保護されています。
「Fiestas de la vendimia」では、２週間にわたりヘレス市の文化で重要なワイン関連のイベントが開催されます。
一番印象的なイベントは、初日に行う「Pisa de la uva」という「ブドウの破砕」です。ブドウを大きい樽に入れ、足で踏み潰

します。「Mosto」という発酵前のブドウジュースを作る作業です。このイベントはワイン税収により１７世紀に建てられたヘレス
市大聖堂の前で行います。
また、「Venenciador」の講座とコンテストも開催します。「Venenciador」とは「venencia

」という細長いひしゃくを使って樽からシェリー酒を汲み、グラスに注ぐ技術を持つ人のことで
す。
さらに、展示やワイナリーへのツアー、試飲、「maridaje」（各ワインの味に合わせた料理の

提供：マリダージュ）なども開催します。
皆さん、ヘレス市のワイン、シェリー酒を飲んだことがありますか。ぜひご賞味ください。 「ブドウ破砕」の様子

エリのCafé España ～スペイン カフェ～ ヘレス市の「Fiestas de la vendimia」

ブエナス

ラ ベンディミア

ビノ デ ヘレス

フィエスタス デ

フィエスタス デ ラ

デ ラ ウバ

ベンディミア

ピサ

モスト

ベネンシアドール ベネンシアドール

ベネンシア

マリダヘ

ベンディミアラデフィエスタス

コモ バ

県清洲貝殻山貝塚資料館からのお知らせ
●企画展「弥生土器の造形」　と　き　１０月１１日（木）～１１月２５日（日）午前９時３０分～午後４時
ところ　清洲貝殻山貝塚資料館　  休館日　月・火・水曜日 (企画展会期中は祝日も開館)　  観覧料　無料
企画展関連講演会「弥生時代の東西日本をつなぐ朝日遺跡」　と　き　10月13日（土）午後1時～3時30分
ところ　キリンビール名古屋工場・ゲストホール　　講　師　石川日出志氏（明治大学教授）
参加費　無料・申込不要

●朝日遺跡考古学講座参加者募集　講座１「朝日遺跡と弥生時代研究最前線」
【セミナー】
講　師　石黒立人氏（県埋蔵文化財センター専門委員）、宮腰健司氏（県埋蔵文化財センター副センター長）
と　き　10月13日（土）午前10時～正午　　ところ　キリンビール名古屋工場
【体験：貝塚資料館と朝日遺跡見学ツアー】　貝殻山貝塚資料館の展示説明の後、朝日遺跡現地を歩いてめぐります（所用時間１時間程度）。
講　師　宮腰健司氏（県埋蔵文化財センター副センター長）、原田　幹氏（県教育委員会学芸員）
と　き　10月14日（日）午前10時～正午　　ところ　清洲貝殻山貝塚資料館
対象・定員　一般成人・３０人　　費　用　無料　　申込期限　9月14日（金）
申込方法　募集チラシをご覧ください。ホームページ:朝日遺跡インターネット博物館（http://www.pref. 

aichi.jp/kyoiku/bunka/asahi/index.html）
■問合せ　県教育委員会文化財保護室☎０５２－９５４－６７８２

市立図書館歴史資料展示室からのお知らせ
○歴史資料展示室企画展（県埋蔵文化財センター共催事業）
　県埋蔵文化財センター　埋蔵文化財展　「板にこめた想い－こけら経と清洲城下町遺跡－」
　平成20年、清洲城下町遺跡の発掘調査で、半円筒形の塊の状態でこけら経が発掘されました。
　この発掘調査で出土したこけら経の保存処理が終了しましたので、別の発掘調査で出土したこけら経や
卒塔婆、位牌など様々な木簡資料と併せて展示を行います。室町時代から江戸初期にかけての人々の想い
に心を寄せていただければと思います。県埋蔵文化財センター専門職員による展示解説も行います。ぜひ
ご来場下さい。
と　　き　9月15日(土)～12月16日(日)　と こ ろ　市立図書館１階　歴史資料展示室
展示解説　9月17日（月・祝）・12月1日（土）　各日午前11時から・午後２時から
開館時間及び開館日　図書館に準じます。　　観 覧 料　無料
問 合 せ　生涯学習課(南館1階) 出土した箍締めこけら経

たがじ
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政
ニ
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ー
ス

夢
広
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・
講
座

児
童・子
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西枇杷島福祉センター

にしび創造センター

052 - 502 - 7530

052 - 504 - 6361

西枇杷島町大野37番地1

西枇杷島町小田井一丁目12番地1

各
施
設
の

所
在
地
・
電
話
番
号

教室・講座
2018.9 .1 清須
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西枇杷島地区●可燃ごみ収集■県道西側…毎週火・金曜日■県道東側…毎週月・木曜日●不燃ごみ収集■県道西側…第１・３水曜日■県道東側…第１・３土曜日●プラ
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